
ク
ス
画
像
に
よ
る
仮
想
現
実
）シ
ア
タ
ー
な
ど
を
具

備
し
、
開
館
以
来
既
に
約
一
七
万
人
の
来
館
者
数
を

数
え
て
い
る
。

◆
ト
ッ
パ
ン
ホ
ー
ル

「
ト
ッ
パ
ン
ホ
ー
ル
」
は
、
ホ
ー
ル
全
体
を
「
浮
き

構
造
」
に
す
る
こ
と
で
、
外
部
か
ら
振
動
・
騒
音
を

遮
断
し
、
高
い
音
響
効
果
を
誇
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
専
門

の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

「
感
性＝

感
じ
る
心
」
が
重
視
さ
れ
、「
感
動
」
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な

っ
て
い
く
中
で
、
音
楽
は
、
世
界
共
通
の
言
語
と
言

わ
れ
、
最
も
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
事
業
を
展
開
す
る
ト
ッ
パ
ン
は
「
感
性
」

を
育
み
、「
感
動
」
を
共
有
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
こ
の
ホ
ー
ル
を
開
設
し
た
。

単
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
催
す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
若
手
演
奏
家
を
育
成
す
る
「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
シ

リ
ー
ズ
」
な
ど
を
通
じ
て
、
音
楽
と
い
う
文
化
の
創

造
と
発
展
を
め
ざ
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

◆
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
開

こ
れ
ら
文
化
施
設
の
運
営
の
ほ
か
、
ト
ッ
パ
ン
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ（
歴
史
的
・
文
化

的
資
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル

映
像
や
デ
ジ
タ
ル
文
書
と
し
て
保
存
・
蓄
積
す
る
も

の
）は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て

中
国
故
宮
博
物
院
と
共
同
で
設
立
し
た
「
故
宮
文
化

資
産
デ
ジ
タ
ル
化
応
用
研
究
所
」
と
進
め
て
い
る
故

宮
文
化
資
産
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
が
あ
る
。

こ
こ
で
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
中
国
清

王
朝
全
盛
期
の
華
や
か
な
紫
禁
城
を
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
の
手
法
を
用
い
て
再
現
し
た
「
紫
禁
城
・

天
子
の
宮
殿
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
取
り
組
み

ト
ッ
パ
ン
で
は
、
こ
の
た
び
、
国
連
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
（
注
）

」
に
参
加
・
支
持
を
表
明
し
た
。
今

後
、
人
権
、
労
働
、
環
境
、
腐
敗
防
止
に
関
わ
る
一
〇

原
則
を
企
業
経
営
に
取
り
込
み
、
社
会
の
持
続
的
な

発
展
に
貢
献
す
る
よ
う
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
ト
ッ
パ
ン
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
中
で
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
最
重
要
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

す
で
に
二
〇
〇
五
年
か
ら
、
社
内
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進

会
議
に
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
招
き
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
の
年
間
総
括
と
新
た
な
目
標
設
定
に
助
言
、
指

導
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
八
月

に
は
、
ト
ッ
パ
ン
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

そ
の
た
め
に
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
ど
の
よ
う

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
べ
き
か
を

検
証
す
る
た
め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ダ
イ
ア
ロ
グ

を
開
催
し
た
。
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
情
報
開
示
と

対
話
の
ほ
か
、
今
秋
発
行
し
た
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト

２
０
０
６
」
に
お
い
て
も
、
第
三
者
審
査
の
ほ
か
、

第
三
者
意
見
執
筆
者
と
の
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
開
示

情
報
の
拡
充
と
さ
ら
な
る
透
明
性
の
向
上
に
努
め
た
。

現
在
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０

０（
社
会
的
責
任
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
）で
は
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
重
視

さ
れ
る
。
ト
ッ
パ
ン
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

対
話
を
さ
ら
に
進
め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
軸
に
、
社
業
を
通
じ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ

を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（注）グローバル・コンパクト（Global Compact）：１９９９年の世界
経済フォーラム（ダボス会議）で、国連のアナン事務総長が提唱

バーチャルリアリティに
よって再現された紫禁城
「大和殿」の画像
�The Palace Museum
Digital Institute

印刷博物館
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ト
ッ
パ
ン
は
、
創
業
百
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
〇

年
に
、二
十
一
世
紀
に
あ
る
べ
き
姿
を
「T

O
P
P
A
N

V
ISIO

N
21

」
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、
ト
ッ

パ
ン
の
新
た
な
「
企
業
像
」
と
「
事
業
領
域
」
か
ら

な
っ
て
お
り
、「
企
業
理
念
」「
経
営
信
条
」「
行
動

指
針
」
で
構
成
さ
れ
る
「
企
業
像
」
を
実
現
す
る
こ

と
が
ト
ッ
パ
ン
に
と
っ
て
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
「
企
業
像
」
を
実
現
す
る
た
め
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取

り
組
み
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、「
経
済
・
社
会
・

環
境
」
の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ
せ
て
い
く

ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
、「
六

つ
の
重
点
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
て
い
る
。
�
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
�
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

�
顧
客
満
足
の
向
上
、
�
人
財
の
尊
重
と
活
用
、
�

社
会
文
化
貢
献
活
動
、
�
環
境
へ
の
取
り
組
み
。
毎

年
こ
の
六
つ
の
重
点
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
実

施
項
目
を
掲
げ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ト
ッ
パ
ン
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
中
で
も

特
徴
的
な
文
化
貢
献
へ
の
取
り
組
み
と
、
直
近
の
活

動
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

文
化
の
創
造
・
発
展
に
向
け
て

約
五
六
〇
年
前
に
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
発

明
さ
れ
た
「
印
刷
」
と
い
う
技
術
は
、
蒸
気
機
関
が

産
業
革
命
の
ま
さ
し
く
エ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
文
明
・
文
化
の
普
及
に
多
大
な
る
貢
献

を
し
た
と
言
え
る
。
国
内
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
百
花

繚
乱
の
江
戸
の
文
化
を
支
え
、
日
本
国
内
に
そ
れ
を

伝
播
し
た
の
も
、
木
版
画
を
主
と
す
る
「
印
刷
」
技

術
の
進
歩
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ

う
。明

治
期
に
入
り
、「
印
刷
」
は
三
つ
の
面
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
。
第
一
に
「
近
代
資
本
主
義
を
確

立
す
る
た
め
の
紙
幣
や
公
債
証
書
な
ど
の
印
刷
」、

第
二
に
「
文
明
開
化
を
促
進
し
、
言
論
活
動
の
担
い

手
と
な
っ
た
新
聞
の
発
行
」、
第
三
に
「
人
々
を
啓

発
し
近
代
国
家
確
立
へ
の
気
運
を
高
め
た
翻
訳
書
、

小
説
、
雑
誌
の
発
行
」
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
一
九
〇
〇（
明
治
三
十
三
）年
に
、

旧
大
蔵
省
出
身
の
技
術
者
に
よ
っ
て
、
当
時
の
最
新

鋭
製
版
技
法
で
あ
る
「
エ
ル
ヘ
ー
ト
凸
版
法
」
を
も

っ
て
創
業
し
た
ト
ッ
パ
ン
は
、
常
に
情
報
・
文
化
を

伝
播
し
、
社
会
や
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
、

社
業
そ
の
も
の
で
あ
り
、
社
会
や
企
業
の
持
続
的
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。

◆
印
刷
博
物
館

東
京
都
文
京
区
の
ト
ッ
パ
ン
小
石
川
ビ
ル
の
中
に

併
設
さ
れ
た
「
印
刷
博
物
館
」
に
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
ク
が
自
ら
印
刷
し
た
「
四
二
行
聖
書
」
の
一
葉
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
ト
ッ
パ
ン
の
創
業
か
ら
一
世
紀
。

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
印

刷
博
物
館
」
は
、
企
業
理
念
に
あ
る
「
情
報
・
文
化

の
担
い
手
と
し
て
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
く
ら
し
に
貢
献

す
る
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
人
類
の
文
明
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
印
刷
の
役
割
や
意
義

を
、
広
く
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

世
界
に
唯
一
の
印
刷
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
と
し

て
誕
生
し
た
。
総
合
展
示
ゾ
ー
ン
、
企
画
展
示
ゾ
ー

ン
の
ほ
か
、
活
版
印
刷
を
中
心
と
し
た
印
刷
技
術
を

体
験
で
き
る
「
印
刷
工
房
」
や
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ（
三
次
元
立
体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

舩
山
邦
彦

ふ
な
や
ま

く
に
ひ
こ

CSR わが社の取り組み
「
企
業
像
」の
実
現
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み

凸
版
印
刷
法
務
本
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
部
長
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